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5．　掌躁膿痘症の骨シンチ所見の検討

　　　今枝功仙田宏平長縄慎二
　　　　　　　　　　　　　　（国立名古屋病院・放）

　掌庶膿庖症の骨シンチならびにガリウムシンチ所見に

つき，陽性像の部位および出現頻度を検討した．対象は，

24症例でその内訳は男性10，女性14，年齢55．4土13．5

歳であった．骨シンチ陽性像は，胸骨柄部・体部虎間節

および胸肋・胸鎖関節および鎖骨12例，肋軟骨接合部

11例，肋骨10例，手足根骨10例，脊椎9例，鎖骨肩

峰5例，膝関節4例，頭蓋冠3例，仙腸関節3例，肩

甲骨2例，骨盤2例，大腿骨頭1例，上腕骨頭1例に

認められた．本疾患に特徴的な胸肋鎖骨間骨化症は半数

のみで，骨シンチのパターンも胸骨体部の陽性像による

ネクタイ様のものや左右差のあるものなど様々であった．

残りの半数は胸肋鎖骨間骨化症の非合併例であった．

　ガリウムシンチは，炎症病巣の検出ができず，本疾患

の診断に有用性を認めなかった．

6．201Tl心筋SPECTによる心筋摂取率の測定方法
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　SPECT画像より，201T1心筋摂取率の測定方法を検討

したので報告する．Planar画像とSPECT画像の値の比

を校正係数とする．201T1のみを測定した値と，被検者

の右背部（肩甲骨直下）に置いて胸部を透過した値との差

から，胸壁厚を求め，胸壁等による吸収補正を行う．静

注前の201T1の測定値と，短軸断層像の心筋内カウント

比から摂取率を求めた．心筋内カウントを求めるとき，

肺内の201T1の摂取率の違いによる影響が考えられるた

め，心臓ファントムを用いて肺内の濃度を変えて，心筋

カウントへの影響を調べた．その結果肺からの影響は無

視できる．本方法により被検者間の胸壁厚等による吸収

量を補正でき，血行再建術前後の回復の程度，経過観察，

病態による摂取率の違いを定量的に判断できる．

7．　1231－MBG心筋シンチグラフィの極座標表示にお

　　ける欠損領域角度

　　一他の指標との関連性について一
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　非虚血心慢性心不全のMIBG心筋シンチグラフィ

（M）での集積低下部位と広がりを検討した．大動脈弁閉

鎖不全（AR，17），僧帽弁閉鎖不全（MR，10），拡張型心

筋症ΦCM，18）のMで心臓縦隔比（H／M），クリアラ

ンス（C）を求めた．SPECT極座標表示で，健常心標準

ブルズァイマップの平均一2SD以下の領域を扇形に近

似しその中心角を欠損領域角度（D）とし，心エコー所見・

駆出率，H／M，　Cと対比した．集積低下領域は全例後下

壁を含む扇形でDはH／M，C，　ARの左室収縮末期径，

MRの左房径，　DCMの駆出率と有意に相関した．慢性

心不全でMの後下壁の集積低下は共通で，範囲は重症

度と関連した．心臓交感神経機能異常は後下壁から生じ，

重症度とともに広がるという共通性が示唆された．

8．　1231・BMlPPによる虚血性心疾息の評価：201Tl再

　　静注法との比較
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　虚血性心疾患において虚血領域と梗塞領域での安静時

脂肪酸代謝の違いを，同時期に施行した安静時1231－

BMIPP像と201Tl運動負荷心筋再静注法を用いて検討

を行った．虚血性心疾患を疑われた31例を対象とした．

Tlのfi11－inを示した区域を虚血領域とし，創1・inを示

さない集積低下部位を梗塞領域と定義した．Tl再静注

像を安静時血流像とみなしBMIPP像と比較した．その

結果，159虚血領域中76区域でT1に比べBMIPPの集

積が低く，19区域ではT1が低く，64区域では同等で

あった．53梗塞領域では3区域でBMIPPが低く，9

区域でT1が低く，41区域では同等であった．以上より

虚血部では高頻度に安静時にすでに血流に比べ脂肪酸摂

取が傷害されていることが示された．
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